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出雲 昌樹 先生（聖マリアンナ医科大学 循環器内科）
Leaflet Insertion Assessment
SLDAや弁損傷を防ぐためにはLeaflet Insertion Assessmentが非常に重要である。術前のチェック
から、実際の計測方法までを5つのポイントにフォーカスして解説

丸尾 健 先生（倉敷中央病院 循環器内科）

MitraClip®を安全に施行するために～エコー担当医の立場から
MitraClip®で起こりうる各種合併症に関しての対処法やポイントを実際の症例を交えながらエコー医
の立場から解説

鶴田 ひかる 先生（慶應義塾大学病院 循環器内科）
MitraClip®術前評価のポイント
MitraClip®のメリットを最大限に活かすための術前のTEEスクリーニング、3D MPRを用いた解析
方法など治療戦略立案のポイントをEtiology別に解説

宗久 佳子 先生（仙台厚生病院 循環器内科）
心エコーで救い出せ！MitraClip®による心不全治療への一歩
MitraClip®は経食道エコー下で手技を実施するため、経食道エコーにフォーカスされがちであるが、
適応患者見極めのスクリーニングにおいては、経胸壁エコーが非常に重要な役割を果たしている。
今回は、これだけは押さえておきたい経胸壁エコーのポイントを実症例を交え解説

患者スクリーニング

MitraClip手技

術前TEE

術中TEE

患者スクリーニング 術前TTE

術前・術中TEE

有害事象予防

OPEN コンテンツ

MitraClip®のe-LEARNING SITEページがe-casebookに開設しました。
MitraClip®を用いた経皮的僧帽弁接合不全修復術に関して、術前評価および治療ポイントなど、手技を
より安全に実施頂くことを目的とした講演動画を多数ご用意しております。是非ご視聴ください。

e-LEARNING SITE
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久保 俊介 先生（倉敷中央病院 循環器内科）

MitraClip®を安全に施行するために
MitraClip®の合併症を防ぐためのTips&Tricksを手技の場面別に実症例を交えながら解説

泉 知里 先生（国立循環器病研究センター）
弁膜症ガイドライン改訂①「改訂ポイントとその背景」
2020年3月に改訂された弁膜症ガイドラインについて、僧帽弁にフォーカスし、外科手術、MitraClip®

への適応に関して解説

天木 誠 先生（国立循環器病研究センター）
低心機能患者に対する「経皮的僧帽弁クリップ術」を用いた治療の実際
MitraClip®の対象患者がEF30%以上から20%以上へ適応拡大となった背景及び、Low EF患者に
対するMitraClip®手技のポイントを症例経験に基づき解説

国立循環器病研究センター 泉 知里 先生 × 天木 誠 先生
弁膜症ガイドライン改訂②「実臨床における機能性僧帽弁逆流症治療戦略」
国立循環器病研究センター病院において、弁膜症ガイドライン改訂後、機能性僧帽弁逆流の治療
戦略はどのように変わってきたのか？座談会形式での解説

適応拡大

有害事象予防MitraClip手技

MitraClip手技

ガイドラインMitraClip手技

座談会ガイドライン

宗久 佳子 先生（仙台厚生病院 循環器内科）
MitraClip®術後のTTE
MitraClip®実施後のフォローアップエコーでは、どのような点に注意して評価すればよいのか？
術後の経胸壁エコーのポイントを合併症の実例を交え解説

術後TTE

ご視聴方法

下記URLよりアクセスください。
www.e-casebook.com/cardiology/mitra-clip
※ご視聴にはe-casebookへの会員登録が必要となります。
※会員登録には2-3日を要しますので、あらかじめご了承ください。
※詳細は e-casebook LIVEご視聴方法 をご覧ください。

Coming Soon

Coming Soon

患者フォローアップ




